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看護生命科学領域ジャーナルクラブ　その２

「実験用マウスの眼はなぜ白くなる？」

櫻井　健雄（福島県立医科大学　看護学部４年）　

　看護研究Ⅱにおいて，実験用マウスの頸部にＸ線を照
射し，唾液腺の傷害を観察する実験を行ったところ，照
射した放射線の強さに関わらず，Ｘ線を照射したマウス
の眼球が突出し，白濁する現象が発生した．この現象が
なぜ発生するのか疑問に思い考察を行った．
　マウスの眼球突出・白濁の原因についての仮説として，
１）放射線の影響，２）遺伝的要因，３）麻酔薬の投与
によるもの，を考えた．このうち放射線の影響は考えに
くいと思われる．実験で使用した放射線は，Ｘ線（電磁
波）であり，波の性質として，散乱や回析を起こす．散
乱や回析によって眼球に放射線が入り込み，白内障を引
き起こした可能性がある．しかし，放射線照射したマウ
スは，頸部以外は鉛の防護板で遮蔽していた．このよう
に遮蔽板があった場合，散乱や回析の効果は無視できる
ほどに小さくなる．また，放射線による白内障は，ヒト
では数年後に発症する．ヒトと構造が似ている実験用マ
ウスの眼球白濁は，Ｘ線照射から数週間以内に生じてい
た．これらのことから，放射線による影響は原因として
除外した．
　遺伝的要因についても考えにくいと思われた．今回実
験で使用した ICR マウスは，遺伝的バックグラウンド
にばらつきがあり，白内障の素因を持つマウスがいるこ
とは否定できなかった．実際，日本クレア社から入手し
た ICR マウスに白内障が現れたとする報告があり，こ
の白内障は生後13～14日，遅くとも生後40日までに現れ
たとされる．本実験で用いたマウスは，実験開始時には，
生後50～60日であったが，実験開始時には白濁はみられ
ていなかった．実験を進める過程で眼球突出と白濁が観
察されたため，遺伝的な要因による眼球白濁ではないと
結論づけた．
　次に，麻酔薬の投与による影響を考えてみたい．麻酔
薬の投与の影響として，麻酔中開眼していることによる
眼球の乾燥，麻酔薬の化学的作用の二つの原因が考えら
れる．麻酔を実施したのち，マウスは実験中継続して開
眼していることから，眼球が乾燥している可能性はあ
る，しかし，実験では，唾液分泌を促進するためにピロ
カルピン塩酸塩の皮下注射を行っている．ピロカルピン
塩酸塩は，副交感刺激により涙腺からの涙液の分泌も促

進されていると考えられるため，むしろ眼球の乾燥は考
えにくい．そこで，麻酔薬の化学的作用について考察し
てみた．
　実験には，動物用に広く使用されている三種混合麻酔
薬（塩酸メデトミジン，ミタゾラム，酒石酸ブトルファ
ノール）を用いている．このうち，ミタゾラムと酒石酸
ブトルファノールについては，マウスの眼球を突出させ
たり白濁させたりする作用についての報告は見つからな
かった．一方，塩酸メデトミジン（以下メデトミジン）
については，マウスに対して眼球突出と白濁を引き起こ
す可能性があるという研究結果が報告されていた．メデ
トミジンはα２アドレナリン作動薬であり，鎮静・鎮痛・
筋弛緩作用がある１）．この報告によると８～12週齢，雌
の ICR マウス（日本クレア）65匹に三種混合麻酔薬を
皮下投与したところ，２～３分後にすべての個体で眼球
が突出した．さらに，麻酔投与20～50分（平均35.8分）後，
65匹中22匹（33.8％）の個体で水晶体の白濁が観察され
た．このマウスは今回の私たちの実験で使用しているも
のと同じ種類，同じ企業から購入されたものであり，研
究で使用している週齢と同じものであったことから，条
件を比較する上で最適のものであると考えられる．
　また，同報告では，メデトミジンの効果を検証するた
めに，α ２アドレナリン拮抗薬であるアチパメゾール
を投与する実験が行われた．その実験では，麻酔投与50
～60分後に，0.75 ㎎⊘㎏のアチパメゾールを皮下投与し
たところ，眼球突出は５分以内に，水晶体の白濁は５～
30分（平均14.6分）後に全例回復したという結果が得ら
れていた．眼球突出および水晶体の白濁は，メデトミジ
ンの拮抗薬であるアチパメゾールで速やかに回復するこ
とから，三種混合麻酔薬において，メデトミジンが眼球
へ作用することが考えられた．
　また，メデトミジンの作用であるという仮説を補強す
るものとして，メデトミジンと同じ α ２アドレナリン
作動薬であるキシラジンのマウスへの作用を検証する研
究２）を見つけた．この研究では，効果的な麻酔に用い
られる量のキシラジンとケタミンを併用してマウスと
ラットに投与したところ，眼球突出と瞬き反射の消失，
角膜表面の乾燥，散瞳，急性の可逆性白内障の発症が見
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られていた．各薬物の単独調査によってキシラジンが原
因物質だと判明したという結果が得られていた．また，
キシラジン誘発性の一時的な水晶体混濁の原因として考
えられるのは，角膜を通過する水分の損失と，角膜への
曝露による房水組成の変化があるという考察が得られて
いた．
　これらの報告を総合すると，看護研究Ⅱで使用してい
たマウスの眼球が白濁したのは，三種混合麻酔中の塩酸
メデトミジンの作用である可能性が非常に強いと考える
ことができた．
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（指導教員よりコメント）まるでミステリーの謎解きの
ようで，聴いていてとても面白いプレゼンテーションで
した．実験中に疑問を持ったことについて，論文を検索
して根拠を持って考察できたことに大変感心しました．


